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● 

滋
賀
県
長
浜
市　

市
町
村
合
併

と
行
政
改
革
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
２
月
13
日
に
１
市
２

町
が
合
併
し
人
口
８
万
４
千
501

人
。

・
合
併
効
果
の
検
証
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
ま
で
に
職
員
185
人
削

減
計
画
で
あ
り
、
平
成
17
年
度
は

希
望
退
職
者
を
含
む
50
人
、
平
成

18
年
に
お
い
て
職
員
の
新
採
用
は

せ
ず
、
ま
た
三
役
、
議
員
等
の
特

別
職
は
合
併
前
よ
り
74
人
削
減
さ

れ
、
こ
れ
に
伴
う
人
件
費
は
、
年

間
１
億
５
千
万
円
削
減
さ
れ
ま
し

た
。

・
施
設
運
営
の
効
率
化
に
つ
い
て

　

３
市
町
共
、合
併
前
の
運
営
は
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
行
っ

て
き
た
の
で
今
後
も
施
設
の
統
廃

合
、
民
営
化
、
民
間
委
託
等
の
施

設
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

・
合
併
特
例
債
事
業
に
つ
い
て

　

10
年
間
で
総
額
673
億
円
の
計
画

で
あ
る
が
、
合
併
の
理
念
は
財
政

的
な
合
併
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新

規
事
業
の
持
ち
寄
り
や
、
地
域
的

予
算
配
分
の
課
題
も
な
く
、
合
併

特
例
債
充
当
事
業
と
し
て
は
、
旧

市
町
が
計
画
、
検
討
し
用
地
費
及

び
、
実
施
設
計
さ
れ
て
き
た
事
業

を
優
先
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

・
行
政
改
革
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
12
月
28
日
に
、
行
政

改
革
大
綱
及
び
集
中
改
革
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
組
織
数
は
合
併
時
８

建
築
経
済
常
任
委
員
会

　

日
程
は
、
５
月
23
日
か
ら
25
日

の
３
日
間
で
す
。

● 

徳
島
県
上
勝
町
「
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
利
活
用
」
に
つ
い
て

　

町
の
約
86
％
が
山
林
で
あ
り
、

外
材
の
輸
入
等
に
よ
り
木
材
価
格

は
低
迷
し
、
林
業
が
危
機
的
状
況

の
中
、
林
業
の
活
性
化
、
森
林
資

源
の
有
効
利
用
策
を
模
索
し
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
に
注
目
。

平
成
15
年
度
バ
イ
オ
マ
ス
等
未
活

用
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
調
査
補
助

事
業
（
経
済
産
業
省
）
に
採
択
さ

れ
、
①
森
林
資
源
の
有
効
活
用
②

二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
③
バ
イ

オ
マ
ス
導
入
に
よ
る
地
域
雇
用
増

進
と
地
域
経
済
活
性
化
の
実
現
に

向
け
調
査
研
究
。
結
果
、
年
間
約

１
千
100
万
円
の
燃
料
チ
ッ
プ
を
町

内
生
産
し
、
雇
用
創
出
と
地
域
経

済
の
好
循
環
の
実
現
と
年
間
566
ｔ

の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
と
な
る
こ

と
が
判
明
。
平
成
16
年
に
環
境
省

の
「
環
境
と
経
済
の
好
循
環
ま
ち

モ
デ
ル
事
業
」
に
応
募
し
採
択
さ

れ
た
。
16
年
度
〜
18
年
度
の
３
ヶ

年
で
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
ー
導
入
（
３
基
）
及
び
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
チ
ッ
プ
生
産

シ
ス
テ
ム
確
立
を
図
り
、
二
酸
化

炭
素
排
出
抑
制
に
よ
る
地
球
温
暖

化
防
止
・
森
林
林
業
の
活
性
化
、

雇
用
創
出
に
取
組
ん
で
き
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
上
勝
町
で
は
、
全
国

に
先
駆
け
て
平
成
15
年
９
月
19

日
に
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
（
ゴ
ミ

ゼ
ロ
）
宣
言
を
し
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
ゴ
ミ
の
排
出
を
ゼ
ロ
に
し

て
、
環
境
と
経
済
の
好
循
環
す
る

ま
ち
の
モ
デ
ル
と
な
る
事
を
目

標
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

全
国
的
話
題
に
も
な
っ
て
い
る
、

葉
っ
ぱ
を
売
っ
て
の
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
や
、
民
間
人
に
よ
る
職
員

研
修
の
導
入
に
よ
っ
て
役
場
職
員

資
質
の
向
上
を
図
り
、
身
近
な
資

源
に
着
目
し
、
何
と
か
自
活
し
よ

う
と
す
る
小
さ
な
山
間
の
町
の
取

組
み
は
、
大
い
に
参
考
に
な
る
も

の
で
し
た
。

● 

高
知
県
須
崎
市
「
ま
ち
全
域
が

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
構
想
」
に
つ

い
て

　

平
成
14
年
３
月
、
須
崎
バ
イ
パ

ス
が
完
成
。
９
月
に
高
知
自
動
車

道
・
伊
野
〜
須
崎
東
間
の
開
通
で
、

幹
線
道
国
道
56
号
の
交
通
量
が
減

り
沿
道
の
経
済
に
影
響
が
出
、
さ

ら
に
、
高
速
道
の
延
伸
で
須
崎
市

を
車
が
素
通
り
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
た
と
の
こ
と
。

　

そ
こ
で
、往
来
す
る
自
動
車
に
、

一
旦
IC
で
高
速
道
か
ら
降
り
て
頂

き
、
須
崎
の
ま
ち
の
サ
ー
ビ
ス
を

享
受
し
て
も
ら
い
、
再
度
上
が
っ

て
も
ら
う
仕
組
み
を
考
え
、
実
現

に
向
け
取
組
ん
で
き
た
と
の
こ
と

部
32
課
２
支
所
（
各
６
課
）
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
平
成
19
年

度
か
ら
10
組
織
機
構
の
見
直
し
を

行
い
、
６
部
26
課
２
支
所
（
各
３

課
）
と
し
、
グ
ル
ー
プ
制
導
入
に

よ
っ
て
改
善
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

グ
ル
ー
プ
制
度
の
運
営
の
良
い
面

が
活
き
て
ゆ
く
か
ど
う
か
は
、
全

職
員
の
理
解
と
協
力
に
掛
か
っ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

▲長浜市役所の研修風景

▲上勝町・木質バイオマスチップボイラー

で
す
。

　
「
ま
ち
全
域
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
」
に
見
立
て
て
立
寄
っ
て
も
ら

お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
を
組
み
合
わ
せ
た

「
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
タ
ウ
ン
」
で

す
。

　

こ
の
「
ま
ち
全
域
が
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
構
想
」
は
、
高
速
道
利
用

者
に
須
崎
の
ま
ち
全
域
を
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
と
し
て
使
っ
て
も
ら
う

だ
け
で
な
く
、
高
速
道
延
伸
を
契

機
に
よ
り
多
く
の
人
に
須
崎
に
来

て
も
ら
う
た
め
に
、
市
の
魅
力
を

高
め
る
た
め
の
方
策
を
盛
り
込
む

も
の
と
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
の
構
想
策
定

に
は
、
市
民
・
民
間
・
行
政
が
協

働
し
て
取
り
組
み
、
23
年
ま
で
に

成
果
を
挙
げ
る
と
の
こ
と
。

　
「
ま
ち
全
域
が
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
構
想
策
定
委
員
会
」
は
、
全
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取
組
ま
れ
て
お

り
、
現
在
９
回
に
わ
た
る
会
議
で

構
想
案
を
作
成
し
た
と
の
こ
と
で

す
。
須
崎
市
の
取
組
み
は
、
同
じ

く
、
人
口
減
少
が
続
く
本
市
が
抱

え
る
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
や
高
速

道
路
の
建
設
の
用
地
買
収
に
、
市

が
積
極
的
に
取
組
む
姿
勢
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
お
け
る
国

土
交
通
省
と
の
交
渉
経
過
は
学
ぶ

べ
き
点
が
多
々
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
た
次
第
で
す
。
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先
進
地 

行
政
視
察
視
察
報
告

い
」
と
い
う
気
持
ち
の
核
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
相
談
に
の
っ
て
次
の
ス
テ
ッ
プ

へ
の
案
内
と
な
り
、
温
泉
診
療
所

で
は
大
病
に
な
ら
な
い
為
に
日
頃

か
ら
の
健
康
面
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
特
に
在
宅
診
療
、
住
診
診
療

に
力
を
入
れ
て
い
る
と
の
事
で
し

た
。
ま
た
、
さ
ら
に
身
体
教
育
医

学
研
究
所
が
あ
り
「
か
ら
だ
」
に

か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
に
つ

い
て
一
面
的
な
見
方
や
机
上
の
論

で
は
な
く
幅
広
く
総
合
的
、
実
践

的
な
立
場
で
研
究
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
参
加
委
員
か
ら「
取

り
組
み
に
よ
る
効
果
」
に
つ
い
て

の
質
問
に
対
し
、
平
成
19
年
３
月

７
日
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
番
組

で
み
ま
き
プ
ー
ル
が
紹
介
さ
れ
、

● 

先
進
地
行
政
視
察
に
つ
い
て
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
程
は
、
５
月
21
日
か
ら
23
日

ま
で
で
あ
り
、
視
察
地
及
び
視
察

事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長
野
県

東
御
市
の
「
医
療
・
保
健
・
福
祉

の
一
体
化
取
り
組
み
に
つ
い
て
」、

ま
た
埼
玉
県
小
川
町
の
「
図
書
館

に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
。

・
長
野
県
東
御
市

　

ま
ず
、
東
御
市
の
概
要
で
あ
り

ま
す
が
、
平
成
16
年
４
月
１
日
東

部
町
・
北
御
牧
村
が
合
併
し
て
東

御
市
と
な
っ
た
。
地
理
的
に
は
長

野
県
の
東
部
に
位
置
し
、
面
積
が

112
・
３
㎢
、
人
口
は
平
成
19
年
６

月
１
日
現
在
３
万
２
千
51
人
で
、

世
帯
数
１
万
１
千
359
世
帯
で
あ
り

ま
す
。
財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興

会
の
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
モ
デ
ル

３
号
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で

す
。
平
成
７
年
４
月
に「
ケ
ア
ポ
ー

ト
み
ま
き
」
が
開
所
致
し
ま
し
た
。

研
修
項
目
の
「
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
総
合
化
」
で
あ
り
ま
す
。
み

ま
き
福
祉
会
の
目
標
は
「
い
つ
ま

で
も
す
こ
や
か
に
生
き
生
き
と
安

心
し
、
自
立
し
て
暮
ら
し
続
け
た

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

80
歳
の
女
性
の
方
が
５
年
間
水
中

リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
痛
い
膝
が
座

れ
る
よ
う
に
な
り
、
嬉
し
い
表
情

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
一
体
的
な

取
り
組
み
に
対
し
て
、
高
レ
ベ
ル

で
あ
る
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

・
埼
玉
県
小
川
町

　

埼
玉
県
小
川
町
の
図
書
館
の
概

要
で
あ
り
ま
す
。
埼
玉
県
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
あ
り
、
面
積
は
60
・
45

㎢
、
人
口
は
平
成
18
年
１
月
1
日

現
在
３
万
５
千
633
人
で
、
世
帯
数

は
１
万
２
千
726
世
帯
で
す
。
研
修

項
目
の
「
図
書
館
」
に
つ
い
て
の

施
設
概
要
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成

13
年
５
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
致
し

ま
し
た
。

　

建
物
は
地
上
２
階
、
地
下
１
階

で
す
。事
業
費
は
20
億
４
千
231
万

円
、
収
蔵
能
力
は
25
万
冊
、
本

の
貸
出
し
は
一
人
9.9
冊
で
あ
り
ま

す
。
職
員
体
制
は
９
名
（
内
司
書

３
名
）
で
す
。
平
成
19
年
度
、
図

書
館
管
理
運
営
費
は
、
476
万
６
千

円
、
図
書
購
入
費
は
880
万
円
の
予

算
で
あ
り
ま
す
。
移
動
図
書
館
事

業
は
町
内
６
ヶ
所
を
２
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
隔
週
移
動
図
書

館
車
で
巡
回
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
年
々
利
用
者

数
が
減
っ
て
い
る
こ
と
、
教
育
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
成
果
が
出
て
い

な
い
こ
と
、
等
で
あ
り
ま
し
た
。

南
相
馬
市
も
図
書
館
建
設
が
進
み

ま
す
が
、
小
川
町
と
は
規
模
は
違

う
も
の
の
設
計
者
が
同
じ
人
で
す

の
で
、
今
後
に
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

東
御
市
の
一
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
予
防
医
療
が
非
常

に
大
事
と
強
く
感
じ
て
き
ま
し
た
。

以
上
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
の

視
察
研
修
の
報
告
と
致
し
ま
す
。

尚
、
参
考
資
料
を
議
会
事
務
局
に

備
え
て
お
き
ま
す
の
で
参
考
に
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

せ
ん
で
し
た
。郡
上
市
の
地
勢
は
、

合
併
し
広
大
な
面
積
が
あ
る
事
か

ら
、
公
的
病
院
の
位
置
付
け
な
ど

を
最
も
重
視
し
、
３
病
院
へ
の
繰

出
し
基
準
の
考
え
方
と
し
て
市
立

病
院
の
繰
越
金
は
基
金
の
み
取
り

崩
し
て
対
応
。
他
の
２
病
院
に
つ

い
て
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
と
し
て
い
ま
す
。

●
育
児
支
援
と
し
て『
院
内
託
児
』

　

当
院
に
勤
務
す
る
職
員
の
幼

児
満
３
才
ま
で
、
個
人
負
担
月
額

１
万
円
（
食
事
付
）、
ま
た
病
児

保
育
室
は
生
後
６
ヶ
月
〜
10
才
ま

で
の
子
供
が
対
象
、
個
人
負
担
は

一
日
千
円
で
あ
り
ま
す
。

● 

今
後
の
病
院
経
営
の
課
題
と
取

組
み
に
つ
い
て

　

19
年
度
よ
り
内
科
、
産
婦
人
科

医
が
各
科
１
名
に
な
る
こ
と
か
ら

医
師
の
過
重
労
働
と
な
る
な
ど
厳

し
い
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
療
養
病
床
の
改
築
工
事

を
行
い
、
老
人
介
護
施
設
と
有
床

診
療
所
に
変
更
し
、
地
域
に
合
っ

た
医
療
福
祉
体
制
を
整
備
す
る
計

画
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
３
病
院
と

と
も
医
師
不
足
は
深
刻
な
問
題

で
あ
り
、
派
遣
を
望
ん
で
い
る
が

減
っ
て
い
く
の
が
現
状
で
あ
り
、

対
策
と
し
て
は
、
国
が
進
め
て
い

る
緊
急
医
師
の
確
保
対
策
が
施
行

さ
れ
る
の
を
期
待
し
て
待
つ
し
か

な
い
と
の
院
長
先
生
の
お
話
し
で

あ
り
ま
し
た
。

　

総
務
委
員
会
で
は
、
５
月
21
日

か
ら
５
月
23
日
ま
で
行
政
視
察
を

行
な
い
ま
し
た
。

● 

岐
阜
県
郡
上
市
自
治
体
病
院
経

営
に
つ
い
て
。

　

平
成
16
年
３
月
１
日
に
３
町
４

村
が
合
併
、
人
口
４
万
８
千
339

人
、
面
積
103
・
079
㎢
で
岐
阜
県
の

面
積
の
約
10
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
合
併
後
新
築
さ
れ
た
郡
上
市

民
病
院
と
旧
町
村
で
運
営
し
て
き

た
病
院
と
の
３
病
院
が
あ
り
ま
す

が
、
合
併
後
の
財
政
負
担
な
ど
の

考
え
か
ら
、
医
療
整
備
に
つ
い
て

は
、統
廃
合
の
取
組
が
あ
っ
た
が
、

人
口
２
千
300
人
で
あ
り
な
が
ら
公

立
病
院
を
運
営
し
て
き
た
旧
自
治

体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
地
域
の

医
療
の
取
組
の
考
え
方
の
温
度
差

が
あ
り
、
統
廃
合
は
ま
と
ま
り
ま

▲ケアポートみまき




